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|
|
林
聖
智
氏
の
説
を
め
ぐ
っ
て
|
|

抄

重量

近
時
、
林
聖
智
(
口
戸

ω
F
g
m
4
n
E
F
)
氏
に
よ
る
、
「
北
朝
時
代
に
お

け
る
葬
具
の
図
像
と
機
能
|
石
棺
床
囲
扉
の
墓
主
肖
像
と
孝
子
伝
図
を
例
と

し
て
」
(
『
美
術
史
』

一
五
四
〈
五
二
・
二
〉
、
平
成
十
五
年
三
一
月
)
と
題

す
る
、
優
れ
た
論
孜
が
公
刊
さ
れ
た
。
林
氏
の
説
は
、

付
漢
代
孝
子
伝
の
形

ω北
韓
期
の
孝
子
伝
図

の
二
点
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
に
一
線
を
画
す
る
、
大
変
意
義
深

い
知
見
を
示
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

小
稿
は
、
そ
の
林
氏
の
説
を
め
ぐ
っ
て
、
上
記
の
二
点
を
具
体
的
に
検
討
、

確
認
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
二
点
の
問
題
を
私
な
り
に
展
開
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
小
稿
は
、
二
部
四
章
か
ら
成
っ
て
い
る
。
即
ち
、
漢
代
孝
子

伝
の
問
題
を
扱
う
一
、
二
章
と
、
北
説
期
の
孝
子
伝
図
の
問
題
を
扱
う
三
、

四
章
で
あ
る
。

文
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三
月
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五乞ノ

彰

田

本
誌
に
収
め
た
の
は
、
終
章
に
当
た
る
第
四
章
で
、
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ

ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床
に
描
か
れ
た
孝
子
伝
図
と
、
両
孝
子
伝
の
編
目
と

の
関
係
を
中
心
に
、
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
北
貌
石
床
ま
た
、
石
床

以
外
の
石
室
、
石
棺
に
見
え
る
孝
子
伝
図
の
問
題
を
論
じ
、
そ
こ
か
ら
導
か

れ
る
、
陽
明
本
孝
子
伝
の
成
立
時
期
を
提
示
す
る
。
紙
幅
の
都
合
で
、
『
京

都
語
文
』
十
号
(
平
成
十
五
年
十
一
月
)
に
分
載
し
た
、
同
題
に
よ
る
小
稿

の
一
三
章
の
併
読
を
乞
う
。

キ
ー
ワ
ー
ド

林
聖
智

(
F
H
V
F
ω
F
g
m』
岳
山
町
)
、
孝
子
伝
(
図
)

陽
明
本
孝
子
伝
、
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉

石
床
、
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
北
説
石
床

四
五
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四

最
後
に
林
氏
の
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
が
、

4
の
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術

館
蔵
北
斉
石
床
で
あ
る
。
当
囲
扉
に
つ
い
て
、
氏
は
ま
ず
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ

て
い
る
。ネ

ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
石
棺
床
の
囲
扉
は
四
枚
の
石
板
が
揃
つ

て
い
る
。
石
棺
床
板
の
寸
法
が
二
種
類
あ
り
、
幅
九
三
セ
ン
チ
、
高
四
五
・

五
セ
ン
チ
(
二
枚
)
及
び
幅
一

O
九
セ
ン
チ
、
高
四
五
セ
ン
チ
(
二
枚
)
で

あ
る
。
囲
扉
の
背
面
に
は
畏
獣
図
が
あ
る
。
正
面
に
傍
題
の
枠
が
複
数
存
在

す
る
が
、
銘
記
が
書
か
れ
て
い
る
の
は
「
不
孝
王
寄
」
(
董
賠
)
の
一
つ
し

か
な
い
。
ほ
か
に
は
図
像
の
特
徴
に
よ
っ
て
同
定
で
き
る
故
事
は
郭
巨
・
孝

孫
原
穀
・
老
莱
子
・
察
順
・
申
明
、

そ
し
て
二
つ
の
董
永
の
故
事
が
あ
る
。

す
べ
て
の
故
事
は
対
面
図
で
は
な
く
、
物
語
性
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
復
元
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
故
事
の
聞
に
わ
・
、
H
J
F
c
c
氏
旧

蔵
囲
扉
の
よ
う
な
整
然
と
し
た
順
序
が
な
く
、
天
理
参
考
館
本
の
石
棺
床
の

墓
主
を
中
心
と
す
る
対
称
的
な
構
図
も
見
ら
れ
な
い
。
文
献
資
料
に
よ
っ
て

同
定
で
き
な
い
も
の
が
多
い
た
め
、
単
純
に
各
物
語
の
順
番
に
し
た
が
っ
て

石
棺
床
の
構
造
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
の
後
、
氏
は
慎
重
な
手
続
き
を
踏
ん
で
、
四
枚
の
石
板
の
囲
扉
を
復
元
さ
れ
て

い
る
。
図
十
三
は
、
氏
の
復
元
案
に
従
っ
て
、
そ
れ
ら
を
配
置
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
復
元
案
に
関
し
、
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

四
六

し
た
が
っ
て
、

ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
の
石
棺
床
の
復
元
は
挿
図

さ
ら
に
、
も
し
こ
の
復
元
案

日
〔
H
で
あ
ろ
う
〕

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

の
各
故
事
の
順
序
に
合
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、

ど
の
よ
う
な
結
果
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
故
事
の
内
容
が
分
か
っ
て
い
る
画
面

を
清
原
家
本
の
『
孝
子
伝
』

に
限
っ
て
一
言
う
と
、
右
側
の
一
番
外
側
か
ら
内
に
行
く
に
し
た
が
っ
て
、

(
孝
孫
原
穀
)
、
日

5 

(
郭
巨
)
、

37 

(
董
賠
)

(
老
莱
子
)
、
日

と
な
る
。
ま
た
、
左
側
の
側
面
は
外
か
ら
内
に
行
く
に
し
た
が

察
順
)
、

39 

(
申
明
)
、

6 
犯
(
董
永
)
、
日

的
早
く
登
場
す
る
故
事
が
左
右
外
側
に
置
か
れ
、
番
号
が
大
き
い
も
の
は
奥

っ
て
、

つ
ま
り
、
『
孝
子
伝
』
に
比
較

(
董
永
)

と
な
る
。

の
二
石
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
左
右
の
外
側
か
ら
奥
の
内
側
に
進
ん
で
い
く

傾
向
が
見
ら
れ
る
。
し
か
も
、
画
面
の
傍
題
は
、
す
べ
て
内
側
の
枠
に
沿
っ

て
置
か
れ
て
い
る
。
墓
主
の
肖
像
が
な
い
が
、
中
央
に
収
束
す
る
方
向
性
は
、

ゎ
・
、
『
・
円
。
。
氏
旧
蔵
の
も
の
と
共
通
し
て
い
る

以
上
、
氏
の
言
わ
れ
た
こ
と
を
、
順
を
追
っ
て
、
少
し
具
体
的
に
検
討
し
て
み
た

し3
0 

ま
ず
氏
が
、
「
不
孝
王
寄
」

の
詰
問
題
を
持
つ
一
図
(
両
孝
子
伝
訂
董
賠
)

の
他
、

「
図
像
の
特
徴
に
よ
っ
て
同
定
で
き
る
故
事
」
と
し
て
、
郭
巨
、
原
谷
、
老
莱
之
、

禁
順
、
申
明
及
び
、
董
永
(
二
図
)
を
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
は
、
先
学
に
よ
る
研

究
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
長
贋
敏
雄
氏
『
六
朝
時
代
美
術
の
研
究
』
九
章
「
K
B

本
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
」
二
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
今
、
そ
の
長
贋
氏
の
説

を
、
先
に
倣
っ
て
概
念
固
化
し
て
示
せ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る

〈

1
、
2
、
3
。

以

下

同

〉

、

三

石

)

。

右
下
か
ら
一
石

石

四
石
、
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孝
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一
…
〉
〈
黒
田

彰

13海莱之

6原谷

5郭吾

日
察
職

不
明
)

幻
董
窓

不
明
)

{不焼}

2董永A

2董永B

林
氏
は
こ
の
舟
、
右
奥
の
梁
高
行
〈
列
女
伝
巻
四

-
H
「
梁
寡
高
行
L
)

を
、
「

麗
〕
氏
の
梁
商
行
の
同
定
に
は
疑
問
が
残
さ
れ
て
い
る
L

と
し
て
、
不
明
間
四
円

め
ら
れ
た
。
一
滅
の
孝
子
伝
霞
の
議
中
に
、
列
女
話
題
の
損
じ
り
込
む
こ
と
は
、

聯
か
考
え
に
く
い
こ
と
で
、
林
氏
の
措
置
は
そ
の
点
、
納
得
の
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。

放
に
、
氏
が
、

故
事
の
内
容
が
分
か
っ
て
い
る
画
面
に
限
っ

か
ら
内
に
背
く
に
し
た
が
っ
て
、

5

右
側
の
一
番
外
線

〈
孝
孫
原
穀
)
、
日

(
郭
巨
)
、

6 

〈考

莱
子
)
、

と
な
る
。
ま
た
、
左
側

〈
繋
嬢
〉
、

(
申
明
〉
、

37 

(
董
罷
)

39 

11 

の
制
面
は
外
か
ら
内
に
行
く
に
し
た
が
っ
て
、

2A 

(
輩
、
氷
)

2B 

(
董
永
て

[9 

^ 

と
な
る

と
ち
れ
た
復
一
元
の
結
果
は
、
上
掲
の
概
念
躍
の
梁
高
行
を
、
不
明
に
変
え
た
だ
け

の
も
の
と
な
る
。
と
と
ろ
で
、
右
の
氏
の
説
明
に
は
、
幾
っ
か
不
審
な
点
が
見
受

る
所
に
従
い
、
そ
れ
を
矢
印
で
表
わ
そ
託
、

け
ら
れ
る
の
だ
が
、
暫
く
氏

次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

13 

6 

5 

11 39 
出
叩
、
む37 

2A 

2 B 

に
お
け
る
、
右
か
ら
の
孝
子
缶
閣
の
順
序
は
、

5
1る
6
↓
誌
↓
口
↓
却
↓
訂

郎
ち
、

ま
た
、
左
か
ら
の
そ
れ
は
、

B
U
j
s
b
A
A
 

つ&
q
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と
な
る
。
ま

が
中
心
を

り

ぎ
て
し
ま
う
こ
と
は
、

3
の
わ
・
吋
-

rvc旧
離
北
繍
お
床
開
問
じ
で
あ
る
。
次
に
、
右
か
ら
の
日

v

口
、
拘

↓
貯
の
ご
簡
所
は
、
両
孝
子
伝
の
膜
序
と
ム
ロ
わ
な
い
。
さ
ら
に
、
左
到
の
担
、
日

二
つ
の
闘
の
向
き
は
、
董
永
組
側
の
流
れ
か
ら
見
て
、
明
ら
か
に
A
↓
B
な
の
で
あ

っ
て
、
幼
か
ら
叫
に
、
即
ち
、
一
外
か
ら
舟
に
」
と
い
う
方
{
向
性
は
、
事
実
上
成

り
立
ち
得
な
い
。

3
に
お
け
る
、
原
谷
図
の
蔀
分
で
述
べ
た
よ
う
に
、
捌
例
外
そ
認

め
る
こ
と
に
苔
か
で
は
な
い
と
し
て
も
、
こ
れ
で
は
余
り
に
矛
震
が
多
過
ぎ
る
と

一
言
う
べ
き
で
あ
る
。
き
て
、
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
構
欝
議
北
斉
お
床
に
つ

い
て
は
、
林
氏
が
根
拠
と
さ
れ
た
、
長
康
氏
の
説
に
一
戻
っ
て
、
検
許
し
て
み
る
必

要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
、
上
揚
概
念
留
に
示
し
た
長
麗
長

も
う
一
度
確
認
し
て
み
た
い
。

右
側
削
の
若
板
(
第
一
石
〉
が
、

6
原
谷
、

る
こ
と
は
、

民
棋
に
賄
ら
し
て
ま
ず
動
か
な
い
。

顕
で
あ
る
こ
と
も
、

務

あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
や
央
を
、

指
向
叩
明
と

す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
疑
問
が
残
る
。
倒
え
ば
常
務
麹
と
い
う
も
の
は
、
目
下

入
ら
ず
、
余
程
の
根
拠
が
な
い
取
り
、
ぞ
れ
そ
車
問
明
溺
と
認
定
す
る
と
ヒ

ぃ
。
そ
の
闘
は
お
そ
ら
く
、

日
繋
顕
同
開
と
の
続
ぎ
か
ら
考
え
て
、
ロ

参
考
ま
で
に
、
爵
孝
子
伝
立
王
巨
樹
の
本
文

次
の
通
り
で
あ
る
。

陽
明
本

{
堆
}

主
日
尉
者
汝
南
人
也
。
〔
有
↓
一
〕
兄
弟
二
人
J

元
年
十
二
、
弟
年
八
議
。
父
母

終
没
、
突
泣
過
ν
礼
。
間
者
悲
傷
。
弟
行
採
ν
薪
。
忽
蓬
会
赤
岩
賊
J

縛
欲
ン

食
ν
之
。
兄
憂
二
其
不
還
J

入
ν
山
寛
レ
之
、
正
晃
一
一
践
繍
勝
利
付
二
殺
食
J

兄
郎
詰
縛
、

文
学
部
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集
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号
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二

G
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往
二
続
前
一
日
、
我
部
品
弟
痩
。
譜
利
払
二
肥
身
己
勾
賊
則
畷
レ

兄
弟
J

皆
得
ν
免
レ
之
。
時
獄
吏
牛
諦
一
双
、

N
M
麟
ν
之
也
。

船
橋
本

荷
放

主
巨
尉
者
汝
菊
人
能
。
有
一
一
克
弟
一
一
人
。

後
、
泣
血
過
ン
札
。
開
持
者
断
ν
揚。

ジ来、

、
弟
八
歳
泊
。

探
ν
薪
。
忽
溜
一
品
賊

J

一
於
山
。
乃
見
為
ν
賊
所
一
ν
食
。
兄

乞
以
ν
舵
替
ν
療
。
賊
即
嘆
ν
之、

総
免
↓
一
…
紙
害
一
乎

て
い
る
の
が
、
玉
臣
尉
で
あ
ろ
う
。
本
国
と

ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
説
石
棺
左
曹
に

あ
っ
て
、
そ
の
五
巨
尉
留
が
察
額
際
か
ら
続
い
て
い
る
こ
と
も
、
非
常
に
参
考
と

(
湖
}

な
る
〈
間
十
四
万
ま
た
、
一
日
一
針
葉
氏
が
梁
議
行
と
さ
れ
た
、
右
奥
左
の
図
は
、
子

供
や
馬
が
見
え
る
所
か
ら
、
暫
く
お
関
ヴ
ア
饗
返
り
と
推
定
し
て
お
く
。
次
い
で
、

在
奥
の
石
板
(
四
石
〉
に
搭
か
れ
た
、
「
不
孝
王
寄
」
函
を
中
心
と
す
る
一

a

一
枚
の

闘
は
、
訂
叢
融
制
の
話
を
市
内
容
と
す
る
、
三
連
認
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
両
孝

酷
似
す

子
伝
幻
董
賠
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
還
り
で
あ
る
。

陽
明
本

(
薫
)董

賠
、
家
貧
至
孝
。
鐘
τ
与
一
王
奇
一
弦
間
世
mv
ニ

母

数

相

見

J

忽

鑑

辺
J

国
語
一
日
賠
母
、
汝
年
退
一
七
十

J

家
又
貧
。
顔
説
乃
持
恰
悦
、
知
レ

へ護婦

此
何
。
磐
田
、
我
難
下
食
会
ν
府
内
議
衣
薄
ド
高
我
子
」

五
日
産
一
故
耳
。
王
奇
母
日
、
…
寝
食
ν
魚
又
噌

与
レ
人
恐
、
曜
ν
覆
一
一
禁
罪
。

m 
:fL 



孝
子
伝
図
と
孝
子
伝
合
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黒
田

彰

五
O

察順、王巨尉図(ネルソン・アトキンズ美術館蔵北貌石棺)

猶
其
子
与
レ
人
元
レ
悪
故
耳
。
奇
大
怒
、
即
往
二
賠
母
家

J

罵
云
、
何
故
謹

言
我
不
孝
一
也
。
又
以
レ
脚
蹴
レ
之
。
帰
謂
レ
母
日
、
児
己
問
一
賠
母
J

其
云
、

日
々
食
一
三
斗
J

阿
母
自
不
レ
能
レ
食
、
導
一
児
不
孝
J

賠
在
一
一
田
中
」
忽
然
心

痛
、
馳
奔
而
還
。
又
見
一
一
母
顔
色
惨
々

J

長
脆
問
レ
母
日
、
何
所
不
ν
和
。
母

日
、
老
人
言
多
レ
過
奏
。
賠
己
知
レ
之
。
於
レ
是
王
奇
日
殺
一
一
三
牲
J

旦
起
取

長
期
)

肥
牛
一
一
闇

J

殺
レ
之
取
一
佳
肉
十
斤
、
精
米
一
斗
熟
而
薦
レ
之
。
日
中
又
殺
一

(
開
)

肥
羊
一
頭
、
佳
肉
十
斤
精
米
一
斗
、
熟
而
薦
レ
之
。
タ
又
殺
一
一
肥
猪
一
頭
、

(
開
)

佳
肉
十
斤
精
米
一
斗
、
熟
而
薦
レ
之
。
便
語
レ
母
日
、
食
レ
此
令
レ
尽
。
若
不
ν

(
曲
)

尽
者
、
我
当
F
用
レ
鉾
刺
一
母
心
一
由
レ
戟
鈎
中
母
頭
げ
得
一
此
言
一
終
不
ν
能
レ
食
、

推
レ
盤
櫛
レ
地
。
故
孝
経
云
、
難
一
日
目
一
三
牲
養
」
猶
為
一
不
幸
一
也
。
賠
母

八
十
而
亡
、
葬
送
礼
畢
。
乃
嘆
日
、
父
母
髄
不
一
一
共
戴
一
レ
天
。
便
至
二
奇
家
一

研
一
奇
頭

J

以
祭
一
一
母
墓
J

須
央
監
司
到
縛
レ
賠
。
々
乃
請
一
以
向
レ
墓
別
一
レ
母
。

(
上
)

監
司
許
レ
之
。
至
レ
墓
啓
レ
母
日
、
王
奇
横
苦
一
阿
母
J

賠
承
一
天
志
J

忘
レ
行

己
力
。
既
得
レ
傷
レ
雄
、
身
甘
一
直
醒
J

甘
一
監
司
見
一
レ
縛
、
応
一
当
備
一
レ
死
。

(
聞
)

挙
レ
声
悶
英
、
目
中
出
レ
血
。
飛
鳥
臨
調
レ
日
、
禽
鳥
悲
鳴
、
或
上
二
賠
隣
同

1

或

(
篤
)

上
二
頭
辺
J

監
司
具
如
レ
状
奏
レ
王
。
々
聞
レ
之
嘆
日
、
敬
二
謝
孝
子
董
賠
。
朕

寡
徳
椀
一
一
荷
万
機
J

而
今
凶
人
勃
逆
、
又
応
一
一
治
勇
J

令
レ
労
一
孝
子
、
助
一
朕

除
一
レ
患
。
賜
二
金
百
斤
」
加
一
其
孝
名
一
也
。

船
橋
本

董
賠
、
家
貧
至
孝
也
。
其
父
早
没
也
。
二
母
並
存
。
一
者
、
弟
王
奇
之
母
。

董
賠
有
レ
孝
也
、
王
奇
不
孝
也
。
於
レ
時
賠
在
一
面
中
」
忽
然
痛
レ
心
。
奔
還
二

子
家
ベ
見
二
母
顔
色
J

問
日
、
阿
嬢
有
二
何
患
一
耶
。
母
日
、
無
レ
事
。
於
レ
時

王
奇
母
語
レ
子
日
、
五
口
家
富
而
無
レ
寧
。
汝
与
レ
人
悪
、
而
常
恐
レ
離
一
其
罪
-

図十四
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綾
子
伝
図
と
孝
子
伝
(
二
〉
〈
線
問

寝
食
不
レ
安
、
日
夜
為
レ
愁
。
董
賠
母
者
、
鈴
河
無
¥
愛
。
為
レ

総
有
レ
孝
、
外
則
有
レ
義
。
安
心
之
喜
、
実
過
一
一
千
金
一
告
。
王
奇
問
レ
之
大
怒
、

殺
一
一
一
一
一
生
作
b

食
、
一
日
三
度
、
与
一
賠
之
母
。
爾
即
日
、
務
不
一
一
喫
尽

J

当一一

簿
記
〉

以
レ
鋒
突
二
汝
務
競
ぺ
転
載
…
剥
母
顎
4

母
郎
関
経
、
遂
命
拙
摂
取
。
持
母
年
八

十
、
葬
礼
撃
。
後
賠
一
致
…
令
官
符
家

J

以
一
一
其
蕗
-
祭
一
母
墓
ベ
宮
司
間
レ
之
日
、
父

(

向

い

)

母
与
レ
混
融
不
レ
戴
レ
天
。
則
器
具
状
一
日
、
朕
以
…
箆
線
一
総
括
一
万
機
J

今

孝
子
致
ν
孝
、
朕
一
句
一
助
憧
J

則
語
以
…
金
百
斤
一
也

本
興
騨
左
奥
の
中
央
、
友
〈
凹
石

2
、
3
)
と
勲
似
す
る
の
が
、
ボ
ス
ト
ン
美
術

ヘ

掛

)

(

却

)

館
蔵
北
鶴
石
家
右
関
下
の
輩
融
制
顕
で
あ
る
(
図
十
五
。
務
組
よ
両
旦
↑
一
委
母
供
王
寄
母

語
時
」
)
。
左
奥
の
中
央
、
左
の
隠
そ
右
か
ら
の
も
の
と
し
て
党
る
と
(
図
十
六
て

そ
の
民
間
四
は
、
ボ
ス
ト
ン
美
徳
館
蔵
北
鶏
お
窓
の
議
離
陸
と
、
殆
ど
州
内
じ
構
罷
を

も
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
考
証
を
一

子
伝
図

態
、
賠
母
、

」
参
照
)
、

彰

内

の
み
を
一
一
這
え
誌
、

は
、
右
か
ら
叢

持
女
で
あ
り
、
関
十
六
右
は
、

そ
の
手
前
に
脆
く
の
が
議
賠
で
、
左
は
、
帳
前
に
幾
す
の
が
奇
母
、

の
が
融
和

そ
の
訪
出

に
棋
を
帯
し
て
立
つ
の
が
、
疋
奇
明
、
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
残
る
左
莫
右
の

は
、
母
の
幕
前
で
合
掌
す
る
蓑
鯖
そ
鵠
い
た
も
の
で
あ
ろ
お
て
、
こ
こ
で

図

つ
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
長
麗
氏
に
せ
よ
、
林
氏
に
せ
よ
、
北
線
期
の
孝

子
伝
凶
伝
説
関
す
る
に
醸
し
、
船
橋
本
(
済
家
本
〉
そ
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
、
倒
的
え
ば
悶
十
五
、
盟
十
六
の
場
合
な
ど
、
上
掲
の
よ
う
な

改
変
を
蒙
っ
た
鉛
議
本
の
本
文
に
よ
っ
て
、
ぞ
れ
を
説
照
明
す
る
こ
と
は
、
殆
ど
不

可
能
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
船
橋
本
の
成
立
は
、
お
そ
ら
く
唐
代
に
ま
で
降
り
、

そ
の
本
文
を
沼
い
て
北
現
時
代
の
孝
子
伝
図
を
説
照
明
す
る
こ
と
は
、
適
当
と

わ
れ
な
い
。
陽
明
本
に
よ
る
べ
ざ
で
あ
一
る
。
ま
た
、
友
組
側
の
お
板
(
三
石
〉
に
お

い
て
、
凶
快
勝
、
林
一
潟
氏
が
不
明
、
と
念
れ
た
右
の
図
は
、

9
丁
蘭
で
中
の
ろ
う
。
中
央

は、

2
董
永
で
長
い
が
、
問
題
は
、

と
さ
れ
た
、

の
憶
で
あ
る
。
林
氏

「
左
側
の
綴
酷
」
が
「
外
か
ら
内

五

「
続
・
董
永
悶
悶
¥
林
氏
が
「
叩
ω

る

よ

う

に

、

の

も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
間

永
富
で
は
あ
り
持
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
再
孝
子
伝
に
お
い
て

学
会
も
っ
て
い
る
の
は
、
-
舜
だ
け
で
あ
り
、
し
か
し
、
本
図
は
舜
の
関
で
は
な

い
の
さ
で
、
そ
の
図
は
、
機
そ
織
る
図
柄
か
ら
考
え
て
、
尚
孝
子
伝
謁
曾
参
の
投

梓
図
で
あ
ろ
う
。
図
の
右
端
の
薪
そ
持
つ
男
性
は
、
そ
の
鴇
指
讃
を
描
い
た
も
の

ら
し
い
。
以
上
を
改
め
て
綾
念
図
と
し
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
a

13老莱之

6療をき

円、J

日常時
m
順

川
川
正
豆
尉

幻
董
懸
A

36曾参i

号

2 

数



さ
ら
に
、

そ

の
服
序
を
、
矢
印
に
よ
っ
て
表
わ
せ
ば
、

13 

11 12 

2 

36 

と
な
っ
て
、
林
氏
の
設
を
ほ
臼
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
中
で
、
認

v
H

V

問
、
話

jiZL
の
二
箆
所
は
、
孝
子
缶
の
順
序
と
異
な
る
が
、
抑
制
に
よ
っ
て
麗
工

の
意
涯
に
委
ね
ら
れ
た
蔀
分
な
の
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
或
い
は
、
口
、
立
を
一
連

と
し
て
需

5
E板
上
で
扱
お
う
と
し
た
も
の
の
如
く
、
後
者
は
、
言
わ
ぽ

図
の
描
き
始
め
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
に
、
説
意
を
払
っ
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
林
氏
は
、
そ
の
論
致
一
の
結
び
と
し
て
、
次
の
よ
う

べ
て
お
ら

れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
北
轄
の
お
棺
床
の
構
成
際
環
は
次
の
よ
う

ら
れ
る
。

つ
ま
り
、

の
肖
像
で
あ
り
、

そ
の
後
は

の
中
、
む
と
な

文時中
d

都
議
集

第
八
八
母
{
二

O
O四
年
一
一
一
月
)

墓
主
を
養
う
図
像
と
孝
子
缶
図
で
あ
る
。
故
事
の
順
序
か
ら
み
る
と
、
一
階
模

か
ら
中
央
に
向
っ
て
如
収
束
す
る
と
い
う
整
合
性
が
見
ら
れ
る

氏
の
説
に
対
し
、
重
ね
て
全
額
的
に
費
葱
そ
表
す
べ
く
、
ま
た
、
そ
の
研
究
史
に

お
け
る
、
具
体
的
な
錨
鑓
に
関
し
て
は
、
既
述
の
通
り
で
あ
る
。

つ
の
事
制
約
そ
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

の
な
い
、
和
泉
事
久
銀
惣
記
念
美
術
館
蔵
北
貌
石
床
の
孝
子
缶
臨
の

こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
北
議
時
代
の
、
石
床
以
外
の
石
案
、
石
轄
に
見
え

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
共
に
、
従
来
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
か

小
楠
の
最
後
に
、

つ
は
、
特
氏
の

っ
た
、
問
孝
子
缶
、
特
に
湯
開
明
本
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
、
貴
重
な
手
掛
り
を
提

供
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
構
舘
に
、
一
印
鑑
の
北
韓
石
床
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
(
右

側
の
石
板
は
、
個
人
議
。
再
呂
田
照
之
氏
教
一
否
。
北
規
正
光
五
(
五
一
一
回
〉
年
の

匡
僧
安
墓
誌
を
伴
い
、
彩
色
、
鍍
金
融
酔
の
微
か
に
残
る
、
北
端
お
床
の
後
日
間
で
、

圏
十
七
に
、
そ
の
様
界
の
部
分
を
掲
げ
た
。
瞬
間
併
は
、
四
枚
の
石
板
か
ら
成
り
、

そ
れ
を
各
々
一
一
一
屈
に
民
坊
っ
て
、
中
央
凶
器
に
慕
主
夫
婦
、

八
一
聞
に
孝
子
伝
鴎
を
播
い
て
い
る
。

て

て
い
る
が
、

文
字
は
な
い
。
彩
惣
跡
か
ら
す
る
と
、

い
は
、
誠
心
の
で
は
な
く
、

れ
て

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
右
締
側

m
v
b援
の

以
外
は
、
そ
の
図
柄
の
制
判
断
が
難
し
い
が
、
林
氏
の
説
を
襲
用
す
れ
ば
、

の
孝
子
伝
鴎
の
内
容
は
、
次
の
よ
う
に
推
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ

、
・
左
側
の
6
原
谷

つ。

.n 
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図
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田

彰

五
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図
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汁

情
ロ
海
辺
b
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荊
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問
ゆ
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山
m
議
時
冊
減
件
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計

I

戸
薗
〉
掛
問
)



9
丁
蘭

(
侍
者
)

(
墓
主
男
)

(
墓
主
主
)

日
老
莱
之

右
奥
の
右
、

5郭巨C

5郭巨B

5郭巨A

侍
者
)

6原谷B

6原谷A

4伯稔

9
丁
蘭
な
ど
は
、
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床

(
左
側
の
石
板
右
)
等
に
、
酷
似
す
る
図
柄
が
見
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
述
石
床
以
外
の
石
室
、
石
棺
に
描
か
れ
た
孝
子
伝
図
の
配
列
、

順
序
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
石
床
(
囲
扉
)
に
お
け
る
、
孝
子
伝

に
お
い
て
、
以
下
、

図
の
順
序
と
、
両
孝
子
伝
の
編
目
と
の
関
係
に
着
目
さ
れ
た
、
林
氏
の
説
を
念
頭

い
ず
れ
も
北
貌
期
の
孝
子
伝
図
を
代
表
す
る
、
次
の
四
つ
の

遺
品
、

川
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
韓
石
室

ωミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
説
石
棺

文
学
部
論
集

第
八
八
号
(
二

O
O四
年
三
月
)

ωネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
貌
石
棺

凶
寧
夏
固
原
北
貌
墓
漆
棺
画

を
取
り
上
げ
て
そ
の
こ
と
を
検
討
し
、
小
稿
の
結
び
と
し
た
い
。

ωボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
説
石
室
は
、
孝
昌
三
一
(
五
二
七
)
年
の
寧
懇
石
室
と

考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
石
室
左
右
の
両
側
壁
上
下
に
、
各
二
幅
の
孝
子
伝
図
を
有

し
て
い
る
。
両
孝
子
伝
に
お
け
る
番
号
、
孝
子
名
に
よ
っ
て
そ
れ
を
示
せ
ば
、
次

の
如
く
で
あ
る
。

(
右
側
、
上
)

2
董
永

(
左
側
、
上
)

9
丁
蘭

(
右
側
、
下
)

訂
董
賠

(
左
側
、
下
)

1
舜

(
暦
)

梼
題
は
、

2
(
「
董
永
看
父
助
時
」
)
、
訂
(
「
董
曇
母
供
王
寄
母
語
時
」
、
以
上
、

右
側
)
、

9
(
「
丁
蘭
事
木
母
」
)
、
-
(
「
舜
従
東
家
井
中
出
去
時
」
、
以
上
、
左

側
)
で
あ
る
。
さ
て
、
本
石
室
の
孝
子
伝
図
は
、
両
孝
子
伝
の
編
目
に
よ
れ
ば
、

つ
ま
り
左
下
↓
左
上
、
右
上
↓
右
下
と
見
る
べ
き
も
の
と
思

T
i
l
l
v
Q
d

、

門

i

、

q
L
l
l
v
q
J
 

わ
れ
る
。ωミ

ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
韓
石
棺
は
、
正
光
五

棺
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
左
右
両
需
に
各
六
幅
、
計
十
二
幅
の
孝
子
伝
図
を
有

す
る
(
二
連
図
二
例
を
含
む
)
。
両
孝
子
伝
の
番
号
、
孝
子
名
に
よ
り
、
そ
れ
を

(
五
二
四
)
年
の
元
誼
石

示
せ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

五
五



綾
子
伝
濁
と
孝
子
伝

然
a 
彰

(
会
電
〉

経
由
沼
間
同
尺
日

付
制
眉
間
尺
A

路
間
?
?
φ

饗

〈足脳出〉

6
原
谷

1
舜

日
考
莱
之

訂
議
欝
〈
盤
)

お
佑
奇
人

お
佑
奇
B

4
伯
議

9
7麗
(
一
蹴
側
〉

〈
足
鋭
〉

務
題
は
、

9
q
γ
臨
剛
一
挙
木
母
」
)
、

4

q
韓
位
余
母
与
丈
和

弱」)、

5

〈
「
孝
子
窮
度
揚
金
一
釜
」
)
、
詩
句
孝
子
関
子
饗
L

〉
、
川
竹
(
{
眉
関
赤

姿
」
「
間
関
赤
与
交
報
酬
ヘ
以
上
、
右
驚
〉
、

6

q
孝
孫
棄
父
深
山
」
〉
、
ー

{
「
母
欲
殺
舜
々
埠
得
活
」
〉
、
日
(
「
老
来
子
年
受
百
歳
実
態
L
)

、
幻
(
「
孝
子
獲
慌

与
父
積
緩
」
〉
、
お
〈
「
孝
子
的
奇
璃
父
」
「
孝
子
拾
奇
母
赫
児
」
、
以
上
、
左
驚
〉

で
あ
る
。
当
石
棺
の
孝
子
告
国
の
順
序
は
、
い
ず
れ
も
頭
慨
を
姶
ま
り
と
し
て
、

6
ψ
l
v
U
ψ
U
e山
川

vm(左
翼
)

9
V
4
よ
5
i
t
v
お

v
川
州
↓
崎
山
(
右
習
)

と
な
っ
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
在
常
、
右
需
品
犬
、
£
り
↓
l
、
9
V
4
と
、
被

葬
者
の
一
践
に
近
い
部
分
が
、
そ
の
服
序
を
違
え
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
は
、

や
は
り
孝
子
伝
聞
の
議
き
始
め
が
、
画
工
mw
議
議
に
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
よ
う
だ
。
さ
ら
に
、
幻
↓
お
の
一
筒
所
も
そ
れ
を
違
え
て
い
る
が
、
あ

の
一
関
側
か
ら
、

と
は
全
て
一
尚
孝
子
告
の
順
序
と

ωネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蹴
北
韓
石
穫
は
、
非
常
に
有
名
な
も
の
で

あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
制
作
年
代
は
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
倒
的
え
ば
奥
村

伊
九
良
氏
は
、
-
先
づ
東
灘
お
ぞ
く
て
北
斉
、

致
し
て
い
る
。

六
世
紀
中
葉
の
も
の
、

と

ヱf

五
六

っ
て
お
か
う
」
と
さ
れ
て
い
る
。
本
石
棺
は
、
に
各
一
ニ

A

担、

孝
子
長
際
会
有
し
て
い
る
。
銅
孝
子
伝
の
番
号
、
孝
子
各
に
よ
り
、
そ
れ
そ
示
せ

ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

の

(
右
宵
)

6
原
谷
(
足
掛
開
〉

(
左
爾
〉

2
葦
永
〈
頭
僚
〉

竹
川
察
額

w
u
f小
中

E
尉
(
足
慨
)

-
舜
〈
頭
部
)

縮
問
難
は
、
頭
側
か
ら
、

以

上

、

、

2

5 

、
6
(
「
孝
孫
原
穀
h

u
q毅
」
、
以
上
、

1 

警
)
で
あ
る
。

、
日
(
「
子
察
願
L

て

の
孝
子
伝
図
の
額
序
は
、

(
「
子
筆

-
A
l
+
=
d
i争
点
V

内〆ム
M

l

l温
V
1
a
S
A
i
l
ふ

V
円
/
L
M

宅

E
A
-
-

と
な
っ
て
い
て
、

ω同
間
接
、
…
鱗
僚
を
始
め
と
し

の
一
編
目
と
…
致
し
て
お
り
、
し
か
も
本
石
棺
の
場
合
、

6
や
日
↓
児
、
ま
た
、

1
、
2
な
ど
、
奇
数
起
と
し
の
連
続
し
た
議
号
を
多
く
採

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
〈
但
し
、
日
察
順
の
飛
火
撃
は
、
両
孝
子
訟
に
不
見
)
。

こ
れ
は
大
変
驚
く
べ
き
こ
と
で
、
問
え
ば
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
保
術
館
職
北

謙
吾
轄
の
孝
子
伝
詔
と
一
興
孝
子
伝
、
殊
に
鰻
照
明
本
と
の
深
い
関
わ
り
を
示
す
、
性

信
す
べ
き
現
象
と
替
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
但
し
、
左
震
の
2
蜜
永
、
日
察
類
、

花
王
目
尉
図
は
、
し
て
の
配
醐
胞
が
お
か
ら
左
へ
と
配
さ
れ
る
の
に
対

へ
と
流
れ
て
い
る
こ
と
に
、
注
意
す
べ
き
で
あ

異
な
る
)
、
一
向
孝
子
伝

お
け
る
5
↓

し
、
各
盟
中
の
琉
れ

1う冶



る
〈
醤
十
回
参
照
〉
。
お
宵
は
、
踏
の
配
躍
も
図
中
の
読
れ
も
、

っ
て
い
る
。
こ
の
掲
罷
は
、
な
お
一
考
を
要
ず
る
)

G

川
同
等
製
鋼
原
北
韓
基
漆
積
一
燃
は
、
太
和
(
四
七
七
l
九
九
)
顎
の
作
と
さ
れ
る

も
の
で
、
し
く
場
ん
で
は
い
る
が
、
左
需
の
上
欄
に
ニ
幡
〈
八
菌
、
一
一
一
部
)

、
計
五
一
轄
の
孝
子
抜
舗
が
現
存
し

ぞ
れ
を
示
せ
ば
、
次
の
如
く

か
ら
右
と
な

の
上
欄
に

菌
、
一
二
一
泊
、

て
い
る
。
尚
孝
子
伝
の
番
号
、

に
よ
っ
て
、

で
あ
る
。

(
右
宵
)

日
察
網
棚
(
足
側
)

9
了
灘

(
3
商
)

お
位
奇

(
左
需
)

1
舜

(
8
語
。
一
線
側
)

(
3
覇
。
足
側
)

頭
部
)

(
樽
}

務
題
は
、
一
疎
開
か
ら
、

l
(
「
舜
後
母
将
火
焼
墜
欲
殺
舜
時
一
、
「
使
舜
逃
井
瀬
徳

〈

魂

》

〈

裏

}

(

千

金
銭
…
枚
銭
賜
口
お
器
時
」
、
「
舜
露
急
従
東
家
弁
護
出
去
」
、
「
舜
父
関
川
一

「
舜
後
時
魚
菩
万
一
易
市
上
売
」
、
ぷ
然
来
売
菩
」
「
応
直
米
一
斗
純
情
謹
二
十
」
、

「
父
明
開
問
時
し
)
、
5

父
欲
徳
見
舜
」
吋
市
上
相
見
¥

郭
距
供
養
老
母
一
、
「
以
食
不
足
敬

G
D母
」
「
相
持
夫
土
塚
天

{

智

〉

〈

也

容

}

〔

甫

}

「
口
一
小
椋
脱
私
不
徳
与
¥
以
上
、
在
需
)
、
お
(
「
努
吉
符
詣
額
百
喚
始
奇
化
作

(
飛
)非

鳥
]
「
上
…
一
関
上
¥
「
将
仮
露
口
口
口
樹
上
射
入
口
」
)
、

9
(
「
供
養
老
母
L

A

楠
)

{
二
死
」
等
)
、
口
(
一
策
家
失
火
薬
師
順
伏
身
官
上
ヘ
以
上
、
右
驚
)
マ
あ
る
。
当
漆

棺
闘
の
孝
子
信
図
の
顕
序
は
、

(
左
驚
)

文章孝
」、子

-
A
1
i
v
m
b
 

文
学
部
議
集

第
八
八
号
(
二

O
O
m間
結
党
…
一
日
付
)

お

J
Z
V
J
U
〈
右
驚
〉

と
な
り
、
頭
側
を
蛤
ま
り
と
し
て
、
再
孝
子
訟
の
綴
自
と
一
致
す
る
が
〈
1
z
b

の
組
組
み
合
わ
せ
は
、
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
灘
北
貌
石
嶺
右
習
に
、
ま

た
、
9
v
H
の
組
み
合
わ
せ
は
、

mu
・、吋
-vcc
倍
華
北
説
石
床
友
鯛
の
石
板
に
見

、
た
だ
お

ψ
9
の
龍
所
の
み
、
そ
の
編
目
と
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
や

えは
り
お
が
野
鼠
図
に
当
だ
る
か
ら

d

で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
林
氏

の
着
目
さ
れ
た
、
一
向
孝
子
伝
の
…
繍
註
は
、
北
現
時
代
の
石
床
の
孝
子
伝
図
の
み
な

石
棺
な
ど

に
お
い
て
も
、
概
ね
踏
襲
さ
れ
、

っ
、
一
内
成
り
強
い
支
記
力
会
も
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
、
確
認
し
得
る
。
そ

の

肉

、

議

明

本

の

そ

れ

が

、

北

韓

期

問
時
期
の

し
て
、

い
し
、
陽
明
本
系
〉

そ
通
じ
、
孝
子
信
到
の
創
作
過
程
に
深
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
、

い
事
実
と
一
言
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

か
つ
て
間
野
貞
治
氏
は
、
間
勝
明
本
の
記
載
人
物
及
び
、
ぞ
む
出
典
に
関
す
る
綿

い
の
な

掛
切
な
考
蓋
に
基
づ
券
、
鶴
間
約
本
の
成
立
時
雛
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

た
こ
と
が
あ
る
。

山
山
政
八
の
最
も
新
し
い
も
の
の
沈
約
の
宋
警
で
あ
り
、
こ
の
出
品
開
関
係
と
、

先
の
記
載
人
物
か
ら
、
こ
の
孝
子
伝
は
梁
篠
隔
の
間
の
成
立
か
と
推
考
さ
れ

る

西
野
氏
は
、
簡
明
本
が
、
梁
、
沈
約
(
西
国
一
去

す
る
、
乱
劉
敬
宏
、
詑
謝
弘
徴
、
お
朱
百

そ
の
成
立
時
期
を
、
「
梁
陳
階

〉
撰
の
宋
品
調
闘
を
山
山
興
と

お
張
敷
な
ど
の
話
を
技
載
す
る
こ

一一

i
六
一
八
)
の

さ
れ
た
の
で
あ
る
c

し
か
し
、
瞬
間
明
本
の
成
立
時
期
は
、
上
述
北
親
時
代
の
孝
子

伝
図
と
の
部
関
係
か
ら
考
え
て
、
梁
以
後
に
降
る
こ
と
は
な
い
た
恕
わ
れ
る
。
故
に
、

と
か
ら
、

と
推
測

五
七



孝
子
伝
閣
と
綾
子
伝
(
…
一
)
〈
黒
mm

頭手

揚
照
明
本
の
成
立
は
、
沈
約
の
宋
警
の
完
成
し
た
斉
、
永
瞬
ふ
ハ

間
も
な
く
、
お
そ
ら
く
北
様
、
太
和
年
間
〈

八
八
)
年
の
後

i
四
九
九

の
米
、
ば
寝
で
あ

ろ
う

れ
る
。
ま
た
、
側
勝
山
明
本
の
成
立
に
撰
し
て
は
、

の
あ
っ
た
こ

そ
の
母
鈴
と
な
る
、

、
陽
明
本
の
成
立
持
期
は
、
な
お

漢
代
孝
子
伝
の

故
議
時
期
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
に

べ
診
で
あ
ろ
う
。

〈川判〉

ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
川
泳
の
復
元
に
際
し
、

た
手
続
発
、
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
石
板
の
物
理
的
令
状
態
か
ら
復
元
案
を
考
え
て
み
た
い
。
幅
が

よ
り
長
い
三
つ
の
石
板
は
奥
に
佼
誼
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ど
ち

ら
が
右
か
左
か
は
、
般
に
図
像
を
見
た
だ
け
で
は
確
認
で
き
な
い
。
淡
議
す

ぺ
議
、
ど
と
ろ
は
、
こ
れ
ら
の
お
桜
は
穴
と
縁
と
の
間
の
距
離
が
一
定
で
は
な

く
、
長
短
の
…
一
様
類
が
あ
る
。
こ
れ
は
い
お
そ
ら
く
石
板
の
繋
が
り
方
に
二
積

類
あ
る
こ
と
そ
物
怒
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
石
板
が
水
平
及
び
夜
鈎
に
繋
げ

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
醐
世
の
中
央
で
ご
つ
の
石
板
が
水
平
に
繋
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
友
お
再
開
問
の
石
板
は
渡
角
に
奥
の
石
板
に
繁
げ
ら
れ
て
い
る
。
石

板
は
か
な
り
添
い
た
め
、
水
平
の
繋
が
り
と
比
べ
る
と
、
直
角
の
部
分
の
方

が
よ
り
大
き
な
負
荷
が
か
か
っ
て
い
た
と
存
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
そ
の

た
め
、
渡
品
問
の
繋
ぎ
の
鉄
擦
が
よ
り
長
く
作
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
原
お
の
断
面
に
お
い
て
、
本
楽
、
鉄
鉱
伸
で
繋
が
れ
て
い
た
部
分
に
、
醤

像
が
制
約
ま
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
と
錆
び
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。
ぞ
う
、
す
る
と
、

鉄
榛
の
状
態
は
、
挿
闘
は
〔
州
知
館
日
で
あ
ろ
う
)
の
よ
う
に
推
測
す
る
こ
と

が
で
き
、
本
来
鉄
棒
は
画
一
鴎
に
沿
っ
て
繋
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

盟
十
三
は
、
…
一
い
決
議
敏
雄
氏
『
六
割
制
時
代
炎
織
の
研
究
』
〈
美
術
出
版
社
、
昭
和

洋
〉
図
版
必
i
認
に
拠
る
。

長
康
氏
校
〈
川
崎
)
前
掲
書

林
氏
注
(
お
)
前
掲
論
文
註
(
口
)

林
氏
の
取
ら

(
お
)

(お〉

五
八

(
訂
)
長
康
氏
は
、
本
閉
が
王
巨
尉
闘
で
あ
る
可
能
性
を
一
旦
示
唆
し
つ
つ
、
以
下
の

よ
う
な
理
由
で
、
泡
制
縦
、

ψ

宮
山
町
田
明
醤
と
さ
れ
た
{
注
(
泊
)
前
掲
実
務
)
。

派
層
の
戴
は
正
史
の
記
薮
か
ら
判
断
し
て
も
わ
か
る
が
、
本
国
の
よ
う
な

没
々
た
る
兵
器
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
に
ま
た
、
本
悩
に
は
王

E
尉
の
は

な
し
の
主
役
た
る
ニ
人
の
少
年
は
織
か
れ
て
い
な
く
、
反
対
に
引
き
立
て
ら

れ
て
い
る
の
は
、
一
人
の
壮
年
ま
た
は
務
伴
者
?
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
語

は
赤
震
の
賊
と
王
位
尉
の
説
話
を
以
て
解
釈
す
る
こ
と
が
菌
難
で
あ
る

(
認
)
図
十
闘
は
、

J
胤茄』

4
(
昭
和
円
以
年
5
月
)
図
版
ニ
に
拠
る
。
な
お
本
国
間
繰

右
側
の
石
板
に
お
げ
る
、

5
郭
巨
、

6
原
谷
三
関
の
組
み
合
わ
せ
も
、
ネ
ル
ソ
ン

.
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
線
石
棺
の
右
務
に
兇
え
て
い
る
。

(
お
)
閲
ふ
l

況
は
、
中
国
美
術
全
然
絵
凶
…
縦
四
石
気
線
函
(
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、

一
九
八
八
年
〉
閲
六
に
拠
る
。

回
十
六
は
、

前
掲
書
国
版
部
、

(
什

U
)

葦
融
制
聞
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

伝

L

学
』
日
・

7
、
一
形
成
川
川
和
小
7
月
)
参
照
。

〈
必
〉
本
間
鮮
に
描
か
れ
た
、
一
一
…
枚
の
泌
〈
問
問
石
1
、
2
、
3
)
を
、
一
連
の

激
務
図
と
見
る
、
私
の
考
え
方
は
、
そ
の
一
一
一
枚
の
閉
が
左
か
ら
の
も
の
〈
3
v
z

v
l
〉
と
す
る
場
合
、
成
り
立
つ
が
、
右
か
ら
の
も
の
〈
1
↓
2
L
3
)
k
ず
る

場
合
に
は
、
ガ
然
成
り
立
た
な
い
a

林
氏
の
説
は
、
会
く
別
の
論
拠
か
ら
、
そ
の

三
枚
の
留
を
攻
か
ら
の
も
の
と
す
る
点
、
ヒ
認
の
考
え
方
の
支
誌
と
な

え
る
こ
と
が
出
来
る
。

(
日
)
船
橋
本
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
住
〈
3
〉
前
掲
拙
著
l
m
m
参
照
。

注
(
日
)
前
持
制
縞
参
照
。

関
ふ
l

七
は
、
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
提
供
の
写
真
に
拠
る
む

そ
の
議
総
銘
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

唯
大
鶏
正
光
五
年
歳
次
甲

辰
十
一
月
了
米
朔
徐
州
積

陵
郡
水
県
都
郷
黒
人
誌
儀

安
。
倒
壊
夜
京
士
至
殿
中
将

軍
主
食
左
布
十
月
台
五
日

お
に
拠
る
。

で
に



辞
世
十
一
月
十
五
日
葬
在

洛
嗣
関
西
界
北
山
中
慕
記

林
氏
は
、
設
〈
い
お
)
前
渇
論
文

北
朝
時
代
に
お
い
て
、
務

類
に
分
け
ら
れ
る
。
本
格

祭
の
第

2

郊

で

あ

り

、

お

い

、

榔
と
屡
形
榔
の
醤
像
の
努
察
に
つ
い
て
は
、
別
付

ま
た
、
読
(
刊
記
)
で
、

先
述
し
た
石
棺
床
醤
冨
併
の
ほ
か
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
裁
の
お
棺
や
ネ
ル

ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
の
石
棺
の
孝
子
伝
図
も
一
定
の
阪
序
を
呈
し

て
お
り
、
間
際
明
本
の
故
事
の
頓
序
と
一
致
す
る
部
分
も
多
く
見
ら
れ
る

と
一
言
わ
れ
て
い
る
。

〈
門
別
〉
な
お
、
北
線
…
開
館
均
金
竜
墓
出
土
木
板
漆
画
図
鮮
風
な
ど
も
、

1
鋒、

H
U

李
釜
口

〈
そ
の
務
態
と
問
客
手
伝
の
記
述
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
注

(
3
〉
前
掲
拙
著

日
て
ま
た
、
設
〈
む
の
)
筋
縄
ぷ
ゆ
テ
伝
注
解
い
叫
地
中

4

勢
、
設
五
参
照
〉
等
の
学
半
J

伝
図
を
含
む
が
、
本
岡
野
嵐
山
札
妨
か
れ
た
列
火
綜
閣
、
泰
子
伝
鑓
と
制
約
交
伝
、
ネ
子

伝
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
別
途
の
考
察
を
必
要
と
ナ
る
。

(
必
)
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
貌
石
室
及
び
、

ωミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
炎
術
館
蔵
北
鏡
石
棺

に
つ
い
て
は
、
諮
稿
「
鍍
金
孝
子
伝
石
棺
読
紹
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
貌

石
特
に
つ
い
て
i
」
(
『
京
都
語
文
』

9
、
平
成
U
年
同
月
)
参
照
。

{
必
)
注
(
ゆ
叩
)
前
掲
抽
出
稿
参
照
。

〈m
山
)
奥
村
伊
九
肉
沢
氏
「
孝
子
伝
石
精
の
刻
画
L

(

『
成
茄
」

4
、
間
昭
和
立
年
5
月
。
同

氏
吋
古
拙
慾
潟
支
部
美
裕
史
の
諸
相
い
〈
み
す
J
9
4
E

悶
薦
、
間
昭
和
訂
何
十
〉
に
再
録
)
。

ま
た
、
近
時
、
そ
れ
を
ヌ
悦
〈
液
光
況
〈
五
三
四
〉
年
没
、
組
問
人
郭
氏
永
照
こ

〈
五
一
二
三
〉
年
没
)
の
も
の
か
と
推
定
す
る
税
な
ど
も
あ
る
〈
寝
中
八
中
氏
「
部
崎
市

北
貌
孝
子
画
像
石
棺
考
釈
¥
「
中
原
文
物
」
制
・

2
、
一
九
八
開
年
6
月
九

(
日
〉
例
え
ば
、
蘇
脅
氏
「
北
貌
孝
子
伝
図
研
究
に
お
け
る
一
二
三
の
関
怒
点
一
〈
爽

践
女
子
大
学
『
美
学
美
術
史
学
』

M
、
一
平
成
日
年
四
月
〉
に
は
、
本
漆
棺
繭
制
作

の
「
実
年
代
も
太
和
十
八
〔
密
九
四
〕
年
洛
陽
遷
都
に
近
い
と
患
わ
れ
る
」
と
さ

れ
て
い
る
。

〈
は
判
〉

石
棺
床
の
二
一
種

ず
る
一
連
の
考

と
2
J
fノ

t
j
'
t
 

文
学
都
議
舶
来

第
八
八
品
勺
(
二

O
O四
年
三
月
)

52 

湾
野
氏
注

(
5
)
計
約
掲
論
文

〔
補
注
〕

小
稿
ハ
け
の
校
了
後
、
付
の
二
章
で
述
べ
た
和
林
務
爾
後
漢
壁
画
墓
の
列
女
伝
日
間
に
関

連
し
て
、
焼
、
張
彦
遠
の
歴
代
名
画
記
五
、
耳
目
に
、
議
稚
の
搭
い
た
作
品
と
し
て
、

「
列
女
」
「
列
女
伝
一
」
「
列
火
両
」
「
到
女
図
」
「
大
副
知
女
醤
」
等
と
共
に
、

州
内
女
母
儀
問
問
、
判
次
点
節
図
、
弼
女
賢
明
菌
、
列
女
仁
智
図
:
:
:
列
女
弁
通
認

が
よ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
(
な
お
持
議
六
の
綾
道
興
、
七
の
王
殿
、
陳

公
懸
参
終
)
。
列
女
品
川
儀
関
以
下
は
、
そ
れ
ぞ
れ
列
女
伝
…
母
儀
、
同
開
資
源
及
び
、

五
節
義
、
ま
た
、
日
間
二
賢
明
、
同
一
二
仁
持
、
間
関
ふ
ハ
品
分
通
に
該
当
し
、
和
林
格
機
後
漢

壁
一
函
墓
の
期
間
女
伝
聞
は
、
そ
れ
ら
の
描
例
代
に
お
け
る
前
身
そ
な
す
も
の
と
努
え
ら
れ
、

同
時
代
の
北
貌
司
馬
金
竜
慕
出
土
木
桜
漆
爾
図
弊
風
共
々
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ

る
。
一
方
、
謝
稚
に
は
、
「
孝
子
図
-
「
孝
経
醤
」
な
ど
の
作
品
も
あ
っ
た
ο

〔
付
舵
〕

和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
北
競
石
床
の
写
真
を
制
御
貸
与
、
ま
た
、
そ
の
掲
載
を

つ
た
、
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
に
対
し
、
心
か
ら
御
礼
出
申
し
上
げ

よ
る
成
盟
加
の

(
く
ろ
だ

あ
き
ら

一一

O
O一…一

日
受
理

五
九




